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第 13 章 千葉における有機農業運動と家族形成 
－その前史に関する研究ノート－ 
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はじめに 
本稿では、千葉県における有機農業運動に関する先行研究から、その形成と展開に関し
て論じられてきたポイントを家族とジェンダーに焦点をあてて捉え直し、今後の実証的な
研究に向けての論点整理を行うことを目的とする。今回の論考では、主に有機農業運動そ
れ自体ではなく、その前史となる家族史に着目し、今後の研究に向けて鍵となるモチーフ
を抽出する。 
家族史に焦点化する理由は以下である。 
 まず、ここで言及する農家は家族経営によって農業を営んでいる。さらに加えていうな
らば、今回の論文では直接の対象としないが、産直運動の一方の担い手であった主な消費
者も主婦層であった。今後は、それぞれの社会層における家族形成や家族形態が、産直運
動という接点で切り結ぶ関係を取り上げていくことを考えている。それに先立って、本稿
では、まず生産者の側の家族史を文献調査により辿ることを目的とする。 
農業経営に着目するということは、決して効率性や利益に注目するという意味ではない。
有機農業運動、産直運動は、いうまでもなく理念的、思想的側面を捉えることが重要であ
り、そのことに研究の関心も寄せられてきた。しかし、背景でそれを支えているのは、家
族による農業経営であった。より平たくいえば、農家における日々の暮らし（生活）であ
る。農作物を生産する生産者側の家族と購入して食する消費者側、両軸があってこそ長期
的な農業生産、消費者との連携が可能であったはずである。さらに現代に至るまで続いて
いる理由を問うためには、両者の家族と食に関する変容、および家族経営と継承について
の考察が必要であると考える。これらの観点にとって欠くことができないのが、接点にい
た女性たちの活動を捉えるジェンダーの視点である。この点は、大きく言うと、一方で農
村における家と女性の問題、他方で都市主婦層の社会運動の展開という日本において家族
史研究が問うべき大きなテーマ群とも接合する。 
千葉は現在においても新規農業参入者が多く、また出荷量からみても日本有数の農業県
であるが、有機農業、産直運動についても早い時期から顕著な活動がみられた地域である。
それらの足跡をたどるには運動や活動の担い手本人にインタビューをすることが重要であ
ることは言うまでもないが、本稿はそうした作業と並行して、文献資料から見いだされる
有機農業運動の重要なモチーフを抽出することとする。 
 なお、本稿においてはすでに団体や個人の固有名詞がそのまま記載されている文献資料
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を用いているため、あえて仮名やアルファベット表記に変更することはしていない。 
 
１ 開拓農民としての家族史 
1.1 敗戦から開拓 
 戦後、開拓者として千葉で農業を始めた人たちにとって、その開拓の物語は家族の戦後
史でもある。例えば、島村良助、初枝夫妻、後継者たちにとって、成田の土地で農業を営
むことがどのような意味を持っているか、それは戦争体験を経て、成田で農業をはじめ 20
年という家族の戦後史に鑑みて、その重みが理解できる。彼女彼らの闘争は、農業を営み
ながらの運動、日常の農作業に従事しながらの運動であった。 
 島村良助は、「島村一家の戦前・戦後史」と題した文章において、自身が 1910 年新潟県
魚沼市大和町で農家の次男として生まれ、成田において土地の払い下げを受けるまでの家
族の歴史を綴っている（三里塚の土に生きるを刊行する会編,2000）。 
 島村家が成田で農業を始めることになるのは、妻が姉を頼って、子どもを連れて終戦後
3 ヶ月後に成田に入り、落花生運びの仕事をはじめたことがきっかけである。成田から上
野まで通って落花生の行商をする生活が島村家の成田での生活のスタートとであったとい
う。東京へ「かごしょい（またの名前カラスブタイ）」と呼ばれる行商に出かけることは、
当時の千葉にはよく見られたことであり、後半で紹介する記述にも散見される。 
ところで、島村家が農業を営んでいた東峰地区は戦後開拓された地区である。戦前から
続く集落と比べれば農業の歴史は浅いが、この時間は当事者たちにとっての苦労が凝縮さ
れた 20 年間であり、客観的な時間の長短でははかれない。ようやく生活が安定したとい
う時期の空港問題であったのである。島村良助は、入植について、1946 年 1 月に次男が
生まれた時のことを以下のように綴っている。 
 
  ばあちゃん（良助の妻・初枝）は生まれたばかりの赤ん坊を背中にくくりつけて行
商に出た。私は上の子供達を連れて、農家の手伝いに出て、手間賃のかわりに米や
野菜のくずを貰って帰ったりした。農家が暇な時には、千葉や船橋あたりまで出か
けて護岸工事や道路を造る人夫として働いたりもした。伊藤さんの「マデヤ」（作業
小屋）に仮の住まいを構えての生活が、暫く続いた。よそ者同然の私達にとって、
夫婦二人だけの力を頼りに、なりふり構わず生きていく以外になかった。戦争の荒
波に翻弄されて、北総台地に流れついた種子は、まだ、芽吹く事も、根を張る事も
できないでいた。 
それが七月頃と思われるが、遠山村が県有地の払下げを受け、戦災復員を対象に入
植させる話があり、それに申し込み、払下げを受けたのであります(三里塚の土地に
生きるを刊行する会編,45-46)。（カッコ内は筆者注） 
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 こうした家族史の延長線上に、空港問題や有機農業運動がある。 
 
1.2 村への帰還 
 空港問題とは文脈を異にするが、戦後帰還して千葉において農業に携わった、後に館山
の農村中堅青年養成所の初代所長となる和田金次も、以下のようにその経緯を記している。
家族形成について言及しているものではないが紹介しておこう。 
 
終戦を満州でむかえ、その後のきびしい生活のなかにあって、「無事に祖国に引揚げ
ることができたら、どう生きるか」考えた。他国の占領支配のもとでは、農村
む ら
にこ
そ主体的に生きる自由が見出せるのではないか。祖国の大地から出直そうと心に決
めて、二一年の終わりも近づく十一月末に郷里千葉にかえった。 
部落の人たちの目からは、「前には相当の社会的地位にあった人間が、何をすきこの
んで、生まれ故郷に帰り、電灯もない（当時）山の中に住みつくのか？」と見えた
のであろう。したがって、無一物の帰り新参者に対し、親切に接してくれた人の心
は忘れえぬものとなっていると同時に、ときに冷たい目を背後に感ずることもあっ
た。しかし、自分の”むら”から出直すことを決意した私としては、まず、部落(実行
組合)の仕事から誠実に行動していくことである。はじめ与えられた役職は会計係で
あり肥料や衣類などの配給事務と記帳の仕事であった。部落仕事の道ぶしんから、
かや刈り、かやしょい（はしごで背負って運ぶ）などまで、すべて一戸としての責
任を果たしたことはいうまでもない。 
そのような行動を通じて、いつか”むらびと”の一人としてなじむようになった。ち
ょうど二年はかかったであろう。三年目頃になると、村の小作代表農地委員がまず
最初に、その後、社教委員・PTA 役員というような活動の分野がひらけ、私自身が”
むらびと”としてのテストに合格したことになった。（和田,1971,12） 
 
両者には、千葉における農業の開始が入植であるか帰還であるかのみならず、数々の差
異があり、語りの文脈も大きく異なっている。ただし、戦後から千葉で農業を始めている
点は同様である。 
和田らによる『娘たちのつづった農村の母の歴史』(和田・竹内編 1973)においても、敗
戦によって農業を始めた時の母親の苦労が娘によって次のように語られている。 
 
   私の母は、農業なんかやらないつもりで、職業軍人をめざす父と一生暮らす約束で
結婚したのである。だがそうした母の願いは日本の敗戦という一大変化の前につい
に破れてしまった。やむなく父の家へきて農業をやり、生きていかなければならな
かったのである。（中略）  
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終戦直後、本家（父の家）のひさしの四畳半の部屋を借りて四俵の米をもらい、鍋
釜、食器を母の実家からもらってきて親子三人の生活が始まった。（中略） 
そして田んぼは近所の人から借りて小作となり、畑は開墾をおこしたのである。農
具は母の実家からもらってきた。やっとの思いで土地を求めたが肥料がなかったの
で、牛の糞まで拾ったという。（同,1973,38-39） 
 
千葉県は現在も農業への新規参入者が多い地域であるが、その開始期の多くは戦後直後
の時期に遡ることができる。敗戦、入植から有機農業運動がどのように繋がっていくのか
については、先行研究をさらにふまえ稿を改めて論じたい。 
有機農業運動は、農作物を生産し続けてこその運動である。多くの団体が当初「研究会」
という名称を持ったことからもわかるとおり、農薬を使用せず農業生産を可能にする技術
の探求が一つの柱にあった。同時に、日本の有機農業運動には、生産者と消費者の提携運
動として展開してきた歴史がある。農業生産者と消費者がその問題意識を共有することに
よりグループが結成されている。消費者の側の援農（縁農）や全量引き取りのシステムが
それを支えていた。生産者・消費者の紐帯、共同性があってこその運動であった。後者が、
どのように産直運動にかかわっていくのかとあわせて別稿で論じていきたい。ここでは課
題を示すにとどめ、以下では、後に千葉の産直運動にかかわる担い手を多く輩出すること
になる農村中堅青年養成所における教育実践を取り上げる。研修生の女性たちが、農家の
母をどのようにまなざしていたか、そこから産直運動への新しい意識がどのように形成さ
れていくのかの端緒を探ることとしたい。 
 
２ 母と娘にとっての農村―『娘たちのつづった農村の母の歴史』（和田金次・
竹内義長編 1973 年刊）からみる－ 
  
2.1 農村中堅青年養成所における女子教育 
 この養成所は 1952 年に館山市に設立された。全寮制で、３ヵ月は研修期間、１期 30 人
を定員とする農場を持たない養成所としてスタートし、1953 年夏期より女子一回生の募集
を開始している（米村 2013）。当時の様子および教育目標を和田は以下のように回想して
いる。 
   当時の農村にあった考え方のなかには、男子に対するのとはまた比較にならぬほど、
「女の子は、高校までも出れば、あとは花嫁修業」これが世間一般であり、「あまり
理屈などおぼえるとかえって嫁入りにはマイナス」との風潮が根強くのこっていた。
このような社会的背景のなかで女子の第一回生を募集した。入所者は２５名であっ
たが、高卒教育の門戸を開いた新鮮さが吸引したのであろうか。普通高校・農業高
校、そして中卒者で青年団体等に所属する１８歳以上で学習に渇仰していたような
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人たちが集まった。 
中略 
養成所での女子教育の目標をどこにおくか。その頃までおおかた農村の女子教育と
いえばもっぱらサ＝裁縫、シ＝しつけ、ス＝炊事、セ＝洗濯、ソ＝掃除型であっ
た。養成所での基本方針は男女によって異なるものではない。すなわち、女性で
あっても従来までの家事中心のワクを越えて「農業経営者のよりよき協力者」、い
うなれば、カ＝考える、キ＝記帳する、ク＝工夫する、ケ＝研究する、コ＝公言
する－自分の考えを正しく主張する型の新しい農村婦人像を目指したのである。
（和田,1971,167-168） 
 
男性が経営者で女性が協力者という発想は依然性別分業的枠組みのなかにはあるものの、
「百姓に学問はいらない」という当時の農村の一般通念に照らせば新しい考え方であった
といえよう。以下では、養成所における教育実践の一つとして研修生の娘が母親について
つづった記録を紹介し、彼女たちが、母を見つめ自身のおかれている状況をどのように考
えていたかを概観したい。 
 
2.2 母と娘 
 農業中堅青年養成所は、1953 年から男女同学となっており、農家出身の娘たちが多く学
んでいた。農村の民主化、家族の民主化の流れのなかで、彼女たちが自身の母親をどう見
つめ、自身の人生をどのように志したか、同書からうかがうことができる。『戦前「家」の
思想』を記した鹿野政直は、農村の封建制のもとでの女性の抑圧という文脈でこの書に言
及している（鹿野,1983）。本稿は、そこから、さらにその後の農業経営や地域活動に積極
的にかかわっていくことになる女性たちのエンパワーメントや自己形成に関して、本書を
再読してみたい。 
本書の構成は以下のようになっている。母と労働、母と父、母としゅうと、母と戦争、
母の詩の 5 章にわたって母への手記が寄せられている。加えて、編者である和田金次、竹
内義長による解説（「ひとつの教育実践」）が続く。この書は、1960 年から 1968 年にかけ
て、農村青年教育の一環として記されたものをまとめたものであり、編者はその目的とし
て以下の２つをあげている。 
 
   一つは娘たちにとってもっとも身近な存在である母の生き方を平面的、感覚的にみ
るのではなく、母そのものの生き方や、考えかたが、何によって規定され、形成さ
れてきたかを、歴史的にとらえなおしてみるということだった。中略  
   いま一つは、農村に生きた「母の歴史」はそのまま農民の歴史であり、社会の姿で
あり、おんなの歴史の一コマでもある。ものごとを正しくみるということは、現実
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の現象のみではなく、かならず、歴史的な糸をたぐりよせてみる、という現実と歴
史をすりあわせる思考方式を定着させたいと願ったからである。（和田・竹内編 1973、
「まえがきより」） 
  
 本書が教育目的で編集されたものであり、教育者たちの一定の方向づけを伴っていると
いうことには留意する必要があるが、母親世代の女性を全否定するのではなく、「母の生き
方から受け継ぐものは何で、かなぐり捨てていくべきものは何か、それを冷静に見極めさ
せたい」(同)という問いかけから導き出される記述には注目したい。なぜならば、農村に
おける「家」とジェンダーの問題をどう語ればよいのか、という問いは、家族論において
もなお難問であり続けているからである。「家」における女性は、一方で封建制のもとでの
抑圧されてきた存在として位置づけられ、他方で農業経営にとって欠くべからざる存在で
あったと指摘されてきた。さらに、戦後農村の近代化、民主化のなかで、農村は静態的で
前近代的なものとして位置づけられてきた。農村が抱えていた問題とそこからの変化を、
外からのまなざしではなく農村内在的に捉えること、そのことは、実は戦後の民主化、近
代化のなかで問われずにきた問題でもある（米村,2014）。 
農業経営と家族変動は、戦後の民主化の強い磁場のなかで、あるべき姿を前提として乗
り越えるべきものとして位置づけられてきた。しかし、そこでは、向かうべき方向性、そ
の理念性の勢いのなかで、農村内在的に近代化を問う視点は前面に出ることはなかったの
である。 
 もちろん農村の封建制という視点は、農村内部においても共有されている。「封建的」と
いう言葉が、娘たちの記述にもしばしば見られるし、編者のそのことについて立ち止まっ
て考えなおすことを促している。しかし、娘たちは、母の苦労を見て育ってきたがゆえに、
その人生を全否定することはできない。さらに養成所に通っているという時点で、今後農
業を営んでいくことが予定されている。母へのまなざしにおいて、彼女たちが抱える葛藤
は、編者たちが述べているように、当時の農村が抱える内在的問題でもあったのである。 
 
2.3 戦争・「家」・結婚 
 ここでも農家の重労働に加えて、戦争と「家」の問題が大きなモチーフとなる。 
 
 昭和十八年三月二十六日、母は十九歳で、隣村から父のもとに嫁いできた。 
「親が決めた縁談だし、特別反対することもなくきてしまったよ」 
と母は、あっさり言った。世間と同じように、という気持ちだった。 
「だけど、おら、まだよかった方だなあ。世間にゃ、相手のいないところに来る人
だっていたもの」そういう人たちから見れば、自分はまだよかったと考えている。 
「ずいぶん、かあちゃんあきらめがいいね。戦争のせいだと思っているの？」と聞
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くと、 
「そうだなあ、戦争抜きにして、母ちゃんの結婚はかんがえられねえなあ。縁があ
ったといえば、そうもいえるけど・・・」 
と、母の頭の中からは、結婚と戦争が、はなれない。（同、196） 
 
本書で文章を寄せている女性たちは、当時二十歳前後、母親世代はちょうど終戦前後
に結婚している。結婚、結婚当初の生活は戦争抜きには語れない。多くの母親たちが、親
が決めた結婚に従っている。そして敗戦後、帰還して農業を始めた人もいて、その苦労が
多く語られている。 
 
昭和十四年ごろ、親戚の人と仲人が裁縫所に母を訪ねたことがあった。「名古屋帯を
教えてもらいたい」というので、ただ口で教えたら何も言わずに帰ってしまった。
だから、母は変な人だなと思ったという。 
幾月か過ぎ、忘れかけていたころ、仲人が母をもらいにきた。仲人に「私の娘とし
て嫁にだしたい」などど言われては、断わりきれなかった。母は祖父から縁談が決
まったことを聞かされた。しかし、母は「何も言わなかったよ」という。こんなふ
うだから、相手になる人の顔など知るよしもなかった。現在だったら、考えられな
いことであろう。昔は、親どうしが決めたら、それなりになったのである。それが
通った世の中なのであった（同,207-208） 
 
この「母」がなかなか子どもに恵まれなかったとき、祖母（母からみれば姑）に「子供
ができねえなら暇をやる」と言われたという。他にも「奉公人より働けねえ嫁はおらいだ
けだ」（同,80）、「生む時期が悪い」、「上が男じゃないから、今度こそは男の子を生め」（同,66）
という言葉も見られる。当時の農家女性の女性としての苦労は、重労働だけではなく、結
婚後の嫁としての立場の弱さにある。生活の厳しさから実際、何かにつけて実家に支援を
求めている様子も記述されている。 
 
  わたしの母は、娘時代には農業の仕事を全然しないで裁縫学校に通い、のんびりと楽
に暮らして、はたちの時にいまの家に嫁いで来た。父二十二歳であった。結婚は、い
まのように恋愛とか見合いでなくすでに両親の間で決められ、結婚式の時はじめて顔
を見たという。 
当時のことを思いうかべて母は、 
「昔のなあ、おらいのお父さんはなあ、坊ちゃん坊ちゃんした顔で頼りがながった。
気丈夫なしゅうとしゅうとめにも何度か泣かされだ」という。 
「仕事がへたで遅い」 
－ 185 －
  
 
とわれてはさんざん文句をこぼされ、実家に行っては「帰りが遅い」と入口で大声で
怒鳴られ、「礼儀がまずい」といわれてはおこられ、実家よりの「おみやげが少ない」
と陰口をたたかれ、夜なべ仕事に居眠りしては気合をかけられ、ほんとうに泣き通し
の連続だったと、つらかった嫁の頃をふりかえるのである。（和田・竹内編,1973,93-94） 
 
 娘たちにとって、母の人生は、当時乗り越えるべきとされていた封建制の象徴である。
具体的には戦後農村の民主化が叫ばれるなかで、否定されるべき対象であった「家」と農
村である。「母」たちは、女性としてその抑圧のもと生きてきたのであり、「娘」たちにと
ってはそれをどう乗り越えるかがテーマとなる。 
しかし、語る対象は自身の母でもあり、自分が身をおいている日常生活の現実でもある。
福武直が養成所にかかわるなかで述べているように(福武直先生追悼文集刊行会,1990)、
「家」を否定して、夫婦だけで世帯を設けるということは、求めたとしても跡取り夫婦に
とっては不可能である。そして、まさに農業の存続のためには跡取りが必要であることが、
農家経営の現実であった。 
 従って、娘たちは、そうした現実のなかで、自分の人生をこれから考えていく必要に迫
られている。 
 
2.4 母へのまなざし 
 母に対する複雑な感情は、たとえば娘たちからは以下のように表現されている。 
 
  「語れば長い話だ、まったく涙の種ばかりだ」と言う母は、いまの私に時おり、 
「母ちゃんのようにできるか」と聞く。 
私にはできない。また決して同じ道を踏みたくない。もっと人間らしい生活をしたい。
母はまるであのエジプトのピラミッドをたてた奴れいのように働くだけで生きてきた。
私は母と同じことをくりかえさなくてすむようにするために、どうしたらよいか考え
ねばならない。（同,43）  
 
しかし現在私が十九歳になって、母を一人の女性として見た場合、疑問に思うことが
ある。たとえば、家や親類や近所や、昔のことなどよく知っていても、自分の置かれ
ている位置を、広い社会から見ることはしないのである。これは私の母だけでなく、
女性一般にいえることなのであろうか。（同,61-62） 
 
この時、私ちょっぴり憤りを覚えた。母はすべてをただ「仕方がない」「淋しかった」
という発想だけで受け流してしまっている。果たしてそれでよいのか。（同,66） 
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重労働に姑の目、そのうえ一番頼りにする夫にいじめられては、何の為にいきている
のかわからなくなるではないか。にもかかわらず、母は辛棒（ママ）したのだ。それ
はこの時代の社会が、教育がそうさせたのだと私は思う。（同,81） 
 
 これらの記述は、養成所の教育実践という文脈で書かれたものである。そのこともあっ
て、母自身を否定するのではなく、なぜそうなったのかを問い、歴史的、社会的に母の人
生を位置づけようという文脈にのせた記述になっている。むしろ、そうすることによって、
母の人生と自身のこれからの人生を意味づけようという記述であるといえる。 
  
2.5 農村における女性と家族意識 
 家族史研究においては、家族の情緒性や子ども中心主義的な近代家族意識の形成期を戦
前においている。中流階層を想定した議論であるので農村にそのままあてはまらないこと
は言うまでもないが、改めて、本書に出てくる母の事情は子育てより労働を優先せざるを
得ない農村の現実である。 
   「ねえちゃんもなあ、母ちゃんが守りこをしたことはなかっただよ。だからなあ、
母ちゃん自分の子のような気がしなくてな淋しかったよ」 
     中略 
   農村の労働は母と子を切り離さねばならないほど厳しかったのだ。農作業や家事は
育児よりも優先しなければならなかったのだ。 
     中略 
   母の言葉の裏には、当時の農家の嫁が労働力としては扱われても、母親としては扱
われなかった事実がある。子どもの良き母親である前に一人の働き手として、精魂
つめて働き通す。それが嫁の唯一の鑑であったのだ。母だって自分の子どもぐらい
自由に育てたかっただろうに。姑にはなんにも言うことのできなかった母に、私は
焦れっさを感じるが、母は「あん頃はな、嫁のみんながそうしたんだから」と平気
である。（同,65-66） 
 自分の手で子育てをしたいという意識は両世代に共通しているので、近代家族意識は共
有されていると見ることもできるだろうが、現実の生活は近代家族的ではない。ただ世代
差はうかがえて、娘からみると母は「あん頃はな、嫁のみんながそうしたんだから」と「平
気」であると受け取られている。 
 近代家族と、ここで描かれている農村家族を隔てているのは、農村の厳しい労働と「嫁」
の立場である。農村の女性は、女性であるということにとどまらず、「家」のなかでの位座
によって待遇が異なっていた。農村の「家」といえば「嫁」と「姑」の確執をすぐに思い
つくが、「あととり娘」であるか「嫁」であるかによっても生きやすさは大きく異なってい
た。 
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「嫁」についてはすでに紹介してきたので、ここでは長女の記述を紹介しておこう。 
 
  母も私も長女である。しかし母のように犠牲になりたくない。でも母のように、妹に
は、弟にはと考えるように自然になってしまう。いまになって、母の娘時代のほんと
うの気持が自分を通してわかるような気がする。（同,195） 
  
この事例は、弟や妹のために自身の進学をあきらめて「家」の労働力として働いたという
母のエピソードに対する感想である。本書のなかには優しい姑の事例もあるがかなり限定
的であり、圧倒的に姑そして夫との間での「嫁」としての苦労話が多い。今日ならば間違
いなく DV に認定されるような事例もある。娘を憐れむ実家の親もそうした婚家での苦労
を仕方ないものとして受け入れている。 
 こうした母の体験や人生を見ながらも、農業を引き継いでいこうとしている娘たちのな
かから、後に産直運動や有機農業運動に携わる担い手が出てくることになるのである。 
  
３ 有機農業運動の展開と新しい紐帯の模索－まとめにかえて 
本稿は、有機農業運動が本格的に展開していく 1970 年代に先行する時期に関して、生
産者となっていく担い手たちの家族形成や家族意識に光をあてた。いくつかのモチーフに
触れることにとどまってしまったが、この小論をふまえ、今後の研究に向けていくつかの
展望を示してまとめにかえたい。 
 まずは、戦後日本農村がおかれた社会的、政治的構造の問題と農民、特に農村女性の生
活史との接合である。本稿では戦争、敗戦、開拓あるいは帰還という要素が、大きくそし
て具体的に千葉における農村女性たちの生活史に影響していた。もちろん、これらのイベ
ントによって人生が大きく転換したのはこの地に限ったことではない。本稿で示したのは、
あくまで千葉における具体的な経験である。敗戦がなければ、農業にかかわることのなか
った人々も含め、この経験が農業に携わることへの意味づけに大きくかかわっている。な
お、今回は戦前から定住し農業を営んでいた層は取り上げていないので、今後はそれらと
の比較も必要となってくる。 
千葉に限らず、高度経済成長期の開発行政、農政、食糧増産体制のもとで、それらへの
抵抗やオルターナティブな運動として有機農業運動は展開してきた。千葉に関して、本稿
では空港問題と農民教育に極めて限定的に触れたに過ぎない。この問題を歴史社会学的に
深めることとあわせて、現在の展開とその継承を捉えることが課題である。現在も続いて
いる産直グループは約 40 年の歴史を持つことになるが、個々のグループにおいて次世代
にどう繋げていくのかがテーマとなっている。新しい提携の形も生まれつつある。提携運
動、産直運動の一方の担い手となった消費者家族との紐帯は、これまでとは違う形で展開
していくと予想される。生産者、消費者双方の家族の変容が、提携運動のその後の展開と
切り離しがたく連関している。 
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